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人 権 週 間 イ ベ ン ト

なかやま保育園

ヤマザワ中山店

　
幕
末
期
に
お
け
る
村
山
郡
の
幕

府
領
は
、安
政
２
年（
１
８
５
５
）

の
蝦
夷
松
前
領
の
設
置
に
よ
っ

て
、
約
半
分
と
な
り
、
柴
橋
代
官

所
と
寒
河
江
代
官
所
を
合
わ
せ
て

約
５
万
石
と
な
り
ま
し
た
。

　

幕
府
領
は
、
大
名
領
（
藩
領
）

と
違
い
、
代
官
所
付
の
武
士
は
極

め
て
少
な
く
、
領
内
の
統
制
な
ど

も
そ
の
た
め
に
穏
や
か
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
天
保
以
降
、
郡
中
議
定
の
中
で

指
摘
し
た
「
騒
立
」
や
「
農
民
一

揆
」
な
ど
の
発
生
に
対
す
る
積
極

的
な
対
応
策
と
し
て
、
農
兵
制
が

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
村
山
郡
幕
領
は
、
柴
橋
代
官
所

（
陣
屋
）
と
寒
河
江
代
官
所
（
陣

屋
）
の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
農
兵
は
両
郡
役
所
管
下
の

村
々
に
割
り
当
て
ら
れ
徴
発
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
体
の
組
織
を
み
る
と
農
兵
が

２
，５
０
０
人
、
小
頭
１
０
０
人
、

農
兵
頭
２０
人
で
こ
れ
を
柴
橋
代
官

所
と
寒
河
江
代
官
所
が
同
数
で
二

分
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
人
の
農
兵
頭
は
、
農
兵
１
２

５
人
で
「
一
段
備
」
を
組
織
し
、

第７０話　文久の農兵取立と柴橋陣屋 その１

こ
れ
を
５
番
組
に
分
け
（
１
組
２５

人
）
各
組
に
小
頭
１
人
を
置
く
。

　
各
組
は
、
一
番
組
鉄
砲
隊
、
二

～
四
番
組
は
、
弓
・
槍
隊
、
五
番

組
は
鉦か
ね

役
（
４
人
）・
貝
役
（
２

人
）・
太
鼓
役
（
３
人
）・
拍
子
木

役
（
２
人
）・
使
役
（
４
人
）・
合

図
印
役
（
３
人
）・
持
夫
役
（
５

人
）・
郡
目
附
役
（
２
人
）
と
し
、

各
段
備
と
も
す
べ
て
同
様
と
し
ま

し
た
。

　
軍
事
的
装
備
の
中
心
で
あ
る
弓

矢
・
鉄
砲
・
槍
は
、
陣
屋
で
準
備

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
先
手
旗
、農
兵
頭
旗
、陣
貝
、

陣
太
鼓
、
陣
鉦
、
背
割
法
被
等
１７

種
類
に
及
ぶ
各
農
兵
の
装
備
は
農

兵
頭
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

資
金
面
で
は
大
変
で
し
た
の
で
、

豪
農
の
経
済
力
に
依
存
し
て
い
ま

し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

鉄
砲
：
日
本
に
お
い
て
は
は
じ
め

は
火
縄
銃
を
さ
す
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
８
章
第
２
節　
幕
末
の
騒
動

と
農
兵
制

多くの募金 ありがとうございます
社会福祉関係の募金等に昨年も町民の皆さんからたくさんのご協力をいただき、ありがとうございました。

豊田小学校児童会代表長崎小学校児童会代表

北
海
道
河
西
郡
中
礼
内
村
に
お

住
ま
い
の
島
田
卓
治
さ
ん
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
１
万
円
を

寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う

　
今
年
４
月
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
退
任
さ
れ
た
今
野
正
二
郎

さ
ん
（
い
ず
み
）
と
菊
地
昭
五
郎

さ
ん
（
達
磨
寺
）
が
平
成
１０
年
１２

月
か
ら
平
成
２４
年
４
月
ま
で
の
長

き
に
渡
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
と
山
形
県
知

事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

長
年
の
民
生
児
童
委
員

�

活
動
に
表
彰

暮の市

　
石
川
あ
さ
の
さ
ん（
梅
ヶ
枝
町
）

よ
り
町
の
福
祉
の
た
め
に
３
万
円

を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
あ
り
が
と
う

　１２月２８日、上町通りで町観光協会主催の
暮の市が開催されました。
　今年は初めて中山町サービス店会の協賛
を得てサイコロ抽選会が行われ、出た目の
数だけお菓子をもらえるとあって、多くの
子ども連れが訪れました。
　また、鉢植え、焼きそば、串焼き、どん

人権について考える

　１２月の人権週間に合
わせて、町内では様々
な人権に関するイベン
トが開催されました。
　１２月４日には勤労文
化センターで「人権な
んでも相談所」を開設し、困りごとや心配ごとがあ
る方に人権擁護委員が相談に応じました。
　また、花を育てることで思いやりの心を育てる
「人権の花運動」も町内の小学校や保育園で行われ
ました。
　１２月４日から１０日まではヤマザワ中山店で「人権

に関する書道展」が開
催され、長崎小学校と
豊田小学校の児童の、
人権擁護に対する思い
が込められた書道作品
が展示されました。

どん焼きなど５
店舗が軒を連
ね、訪れた人た
ちはそれぞれ年
末の買い物を楽
しんでいました。

●社会福祉協議会一般会費…２,３３９,４００円（３,３４２世帯協力）
　法人運営や各種福祉事業（老人福祉、障がい者福祉、福祉サービス等）に活用しています。
●日本赤十字一般社費………２,３３９,４００円（３,３４２世帯協力）
　山形県支部に全額送金し、国際援助、災害救護、赤十字ボランティア、救急法講習、献血事業等に活用して
います。
●赤い羽根共同募金…………１,３８０,５１０円
　○一般募金…１,３４１,３００円（協力世帯：３,３５４世帯）　○長崎小学校児童会…３９,２１０円
　県の共同募金会へ全額送金し、このうち県共同募金会で７１２，０００円を県内の福祉施設の整備等に、残りの
６６８，５１０円は、町社会福祉協議会が地域の福祉活動事業に充てています。
　具体的には、単身高齢者料理教室、単身高齢者のつどい、友愛訪問（お正月料理作り・配達）、お茶飲みク
ラブ助成、障がい者サロン、知的障がい者青空教室、福祉育成援助活動費、ボランティア活動育成事業費等に
活用しています。
●歳末たすけあい募金………１,１２３,７７７円（３,３４０世帯協力）
○一般募金…１,００２,０００円　○利息…１６円　○篤志募金…１２１,７６１円（内訳 渡辺富士雄氏 ５４,５１５円、中山ライ
オンズクラブ ２０,０００円、中山ロータリークラブ ２０,０００円、山形銀行経済懇話会 ２０,０００円、豊田小学校児童会
６,７０３円、歴史民俗資料館悲母観音 ５４３円）

　歳末たすけあい募金は社会福祉協議
会理事会で決められた町内の要支援世
帯、母子世帯並びに父子世帯（１８歳以
下の子どもがいる世帯）、在宅心身障
がい（児）者、在宅長期療養者、町内
入所施設等へ民生委員・児童委員を通
して贈りました。

上町通り

今年初めて行われた
サイコロ抽選会
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